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　基山町は人口が増え、活性化している面を感じられる。
　これからの町のグランドデザインを教えていただきたい。
　大型住宅開発が相次ぐ予定と聞いている。住民が増えると同時に医療面や子育て
面、福祉面等が必須となると思われるが、具体的な施策はどうなっているのか。
　また、企業等誘致はどのように進めていく予定なのか聞きたい。

　現在、基山町はいびつな人口構造になっているため、まずここを変えないといけな
い時期だと思っています。そのために、高齢者の方へのフォローを行い元気に暮ら
せるような町にしていくこと、同時に、若い世代に基山町に移住してもらうよう子育て
支援等を手厚くしていくこと、18～22才くらいの若い世代が基山町から出ていかない
ような町にすること、一度基山町を出た方でもまた戻ってきたいなと思える町にする
こと等が重要だと考えております。

　宅地開発については、12区ではニュータウンの南側に今後開発が予定されていま
す。住宅と、1,000㎡くらいの店舗が立地する予定です。加えて、喫茶店や病院も立
地してくれるといいなとは思っています。

　医療面について、基山町には小児科や産婦人科が少ないとのご意見をよくお伺い
するので、様々な関係機関に立地についてのお声かけをしているところですが、今
のところ良い返事はありません。

　子育ての面については、お子さん側の話はもちろんですが、親御さんの方が悩み
を抱えている事例が増えてきています。基山町ではそれに対応するために全国でも
いち早く「こども家庭センター」を作り、ワンストップの相談窓口を保健センターの１階
に設置しております。加えて病後児保育施設が既にありますが、これを病児保育施
設に拡充できないか現在検討を進めております。

　福祉については、３年前にできたプラチナ社会政策室をさらに充実させて、プラチ
ナ社会政策課に格上げし、高齢者支援をしっかり行っていきたいと考えております。
障害者・障害児の案件が増えており、それが予算の中でも非常にウェイトが大きく
なってきているのでその辺も問題視しながら考えているところです。

　企業誘致については、現在企業誘致が可能な産業用地が基山町にはありませ
ん。なので、まず産業用地を確保するために模索しているところです。それでも直近
でいくつか大規模な造成があっているのですが、それらは町ではなく、企業と地元
の方が調整区域での開発の話を持って来られて、町で地区計画を作り、調整区域
での開発を行っているものです。まさにニュータウンの前の真尻地区は地元の方の
要望で地区計画が行われているものです。
　企業誘致というのは、まず土地があって、その土地に町が企業を誘致して行くとい
うのが本来の形だと思いますが、そもそもその土地が無いという状況でありますの
で、まずは土地の確保を含めて検討していかなければいけないと考えております。
また、誘致する業種については、周辺の農林業との調整も行いながら決定していく
予定です。
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　住民の健康増進、特に子どもの健康教育について聞きたい。
　現代では子どもの糖尿病（生活習慣病）が危惧されており、成人してからでは手遅れ
となり、多くの医療費負担の問題も起きてくる。早期発見ではなく、予防に力を入れる
べきだと思う。今、どのような施策をしており、また、今後どこに力を入れて子どもの健
康を保持していく計画なのか知りたい。（市町によっては子どもの血液検査を実施して
いると聞く。）

　１型と２型があって、どちらを想定するかで全然対策が変わってきます。仮に２型
の食生活に起因するものへの対策としては、例えばふれあいフェスタなどで、半分
遊びのような感覚で大人の方がやるような検査をお子さんにもやっていただくといっ
た取組みを久留米大学の医学部と連携してやっていくことができないか考えている
ところです。
　また、１型への対策は非常に本格的に取り組んでいかなければいけないことで、
基山町全体で取り組んでいかなければいけないことだと考えております。

【後日追記】
　令和６年12月８日（日）に開催したふ・れ・あ・いフェスタにおいて、久留米大学と連
携して簡易血糖値検査、専門医相談コーナー、生活習慣病予防体操等のイベントを
行いました。その中で、15歳以下の子ども４人が簡易血糖値検査を行い、健康や糖
分の摂取について考える機会になりました。

2

昨今、発達障害という言葉をよく耳にするようになった。
早期発見、早期療育がその後の生活に大きく影響すると言われ、基山町でも法定健
診（母子保健法）の他に、任意で健診を実施してもらっている。
その中で見つかった療育の必要性のある子どもへの支援を教えていただきたい。
また、若基小学校は小規模特校として、若基小校区だけでなく、基山小校区からの児
童も受け入れており、支援を要する子どもの入学または転校も増えていると聞く。一人
ひとりの子どもを伸ばすための手立てをどのように進めていくのか聞きたい。

　基山町では、任意健診として４歳児就学準備検査を実施しています。この検査
は、就学前から小学校教育への移行期支援として、町内の４歳児を対象に子ども一
人ひとりの得意なこと・苦手なことを把握し、それぞれに合わせた支援プログラムに
つなぐものです。
　子どものことで不安を抱えている保護者には、子育ての悩み等を相談できる社会
福祉士や臨床心理士との個別相談を案内することがあり、さらに専門の支援が必
要な場合は、役場福祉課の担当へ引き継ぐこともあります。
　支援プログラムの具体例として、さくらんぼ運動という運動をやっています。これは
全身運動により体と脳のバランスを整える運動で、すべての子どもたちと親御さんを
対象に実施しています。あとは心理学に近い話になりますが「呼吸」をコントロール
するような訓練であったり、体幹を鍛える入学前のトレーニングも行っております。こ
れらのことを遊びのような感覚で、専門の方が行われております。

　若基小学校については特徴として、静かな環境、空き教室の有効活用がメリットと
してあげられます。静かで少人数の環境のため、発達障害の子どもたちにも過ごし
やすい学校だと考えています。また、３年前までは特認校利用者の３分の２くらいが
特別支援学級のお子さんでしたが、現在は３分の１を切っており、特別支援学級以
外での特認校利用者が増えてきています。今後も、子どもたちの特性に応じ、安心
して学校生活を送れるように、スケジュールを事前に示したり、視覚支援を行った
り、クールダウンの場所を設けたりなどの手立てを行っていきます。また、若基小に
限らず、基山小でも同様の支援を行っています。
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　プレアホール横の歩道がでこぼこしており、つまずいてケガをしたことがある。車道だ
けではなく、歩道もきれいにしてほしい。
夜間は特に足元が見えにくいので危ない。

　歩道でつまづくということに対しては、歩道の整備と街路灯の整備という２つの面
があり、町中いろいろな場所の要望があるので、まちづくり提案か区長要望書を提
出していただいた上で、現地を確認し、優先順位を決めて実施させていただきたい
と思います。

5

【障害児・グレーゾーンと言われる子どもたちの教育について】
第３期基山町障がい児福祉計画に、障がいの有無を問わず共に学ぶ、インクルーシ
ブ教育の推進、教育環境の整備が明記されていますが、具体的にどんな検討がなさ
れているのでしょうか。就学に不安があります。
困りごとのある子どもこそ、経験を積むことで自身に繋がっていくため、様々な経験が
出来る環境をぜひ作って頂きたいです。小学校の支援員の数の充実はもちろん、保
育園や幼稚園の補助の先生や、保育内容に関わらない食事や着替え、片付けなどを
メインの仕事とする補助員のような方の検討もぜひお願いします。

　本町では、乳幼児に対する健康診査や就学時の健康診断等の結果等を踏まえ、
本人や保護者に対する早期からの相談体制を整備したり、保健・福祉・教育関係部
署が連携して、情報共有を図ったりしています。
　就学にあたっては、就学説明会、就学相談会等を踏まえて、本人・保護者が安心
して就学できるように支援をしております。インクルーシブ教育を進める上で、重要
な「合理的配慮」を、一人ひとりの障害の状態や教育的ニーズ等を考慮し、保育園・
幼稚園と教育委員会・学校と本人・保護者とで可能な限り合意形成を図ります。就
学前から移行支援会議等を進め、必要に応じて福祉サービスの提案をしたり、医療
的ケア児には入学後切れ目なく医療ケアを提供できるように体制を整えたりしてい
ます。
　保育支援者の配置につきましては、町内の幼稚園・保育園合同会議での園から
の要望を受け、令和６年４月から「保育体制強化事業」として、子どもの見守りや安
全対策、活動支援のための人材配置に対して補助金を交付して、保育の体制強化
を推進しています。町立小中学校の支援員については、障害の程度に応じて場合
によっては定数より増員しています。
　本人の将来の自立を考え、様々な経験が積め、なおかつ、安全で安心して学べる
就学先として、どこが一番適した場所になるかについては、個別にご相談ください。

6
過去にまちづくり提案に出したが、玉虫17丁目の玉虫公園横の急坂に手すりは付け
てもらえないのか？

　確認しましたが、町道に手すりは付けられないとのことでした。

【後日追記】
　西部ガス敷地内の壁面に手すりを設置できれば、車の通行も可能となるので、現
在、同社と調整中です。町道へ手すりを設置する場合は車の通行ができなくなるた
め、その際は再度、住民のみなさまと協議させていただきます。

7
まちづくり提案で提出している玉虫13丁目から氏林公園までのグリーンベルトは、い
つ引いてもらえるのか？

　まちづくり提案は重要であり、令和６年度予算計上されているのであれば、来年３
月までには必ずやりますが、ここで確認ができないので、確認して後日区長に連絡
いたします。

【後日追記】
　令和７年１月に設置完了しました。
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基山町の農家が、鳥栖市の「うちの畑」に野菜を出品し、鳥栖市の方々が買っていて
地産地消につながっていない。基山の農産物は、基山町の方々に買ってもらうように
できないか？

　基山町では、農協の朝市、けやき台朝市、基山PAなどで販売をしています。
　道の駅などで販売する野菜を基山町産だけで担える程の生産力は、現在は無い
と考えていますが、「うちの畑」も基山の朝市も農協が実施しているので、農協の時
間を変えるのは簡単ではないが、時間を延長するなどして町内農家が出品できない
か農協と話してみます。また、農家の方の意見も聞いてみたいと思います。

【後日追記】
  農協に確認したところ、青空市は正午まで販売できるようになっています。商品が
無くなれば早めに閉店することもありますが、基本的にはお昼近くまで開いており、
商品も足りない状況であるため、これ以上の時間延長や開業日を増やす計画はな
いとのことです。
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